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研究成果の概要（和文）：12世紀のペルシア神秘主義詩人アッタールの叙事詩『神の書』の数多の逸話に登場する人物
像に焦点を当て、女性や狂人、恋する者とその愛の対象等が物語で担う役割を明らかとし、数編の論文において成果と
して発表した。女性については、当時の社会状況から類推するに、アッタールは肯定的な眼差しをもって描出すること
も多いものの、いかなる特徴をもつ女性を物語の核に据えるかによって、その描出・表現方法は一定のスタイルを保ち
つつも、担わされている役割には大きな差異が存在することが明らかとなった。
また、『神の書』についてはこれまで邦訳がなされていなかったため、本研究期間中に精力的に和訳を進め、下訳が完
成するに至った。

研究成果の概要（英文）：I have worked on analyzing various characters in Attar's mathnavis such as Mantiq 
al-Tayr (The Conference of the Birds) and Ilahi-namah (Book of the Divine), and investigated the 
correlation between these characters and mystical concepts and meanings. These two mathnavis contain 
numerous colorful narratives and anecdotes which can be considered as the manifestation of Perso-Islamic 
mysticism. Since these stories were strongly influenced by popular transmitted oral narrations in 12th 
century, I have examined the symbolic characters of these sufi tales, and finally defined notions of 
Islamic mysticism which the poet aimed to show. I believe that Japanese people would be provided with a 
broader picture of mystical literature, and their idee fixes of Islam would be shaken, therefore I am 
sure that this project could be expected to play the role of epoch-making affair through the research on 
classical Persian literature in Japan.
I also completed the translation of Ilahi-namah into Japanese.
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本におけるイラン研究は、主要古典作
品の翻訳やペルシア文学史概説といったペ
ルシア語・ペルシア文学研究がその発端であ
ったにもかかわらず、歴史研究や地域研究等
の分野においてとりわけこの 20 年ほどの間
に大きな進展がうかがわれる。一方、文学研
究に目を転じてみれば、イラン現代文学に限
定すれば、昨今若手研究者が現代詩の翻訳作
品を自費出版する等、特筆すべき活躍を示し
ているものの、日本における本格的なペルシ
ア文学研究は、20 世紀後半に始まった表層的
な紹介の時期からまだ大きく脱せずにいた。
日本において馴染みの薄いジャンルである
ため、一般に普及しにくいことがその最大の
要因であることは否めず、日本におけるペル
シア文学研究の裾野はなかなか広がりを見
せていなかった。 
  
(2)このペルシア文学研究の日本国内におけ
る遅々とした歩みの一方で、イラン本国及び
欧米をはじめとする諸外国でのペルシア古
典文学研究は、イランを代表する文学研究者
で、テヘラン大学文学部の看板教授シャフィ
ーイー・キャドキャニー博士による 12 世紀
の神秘主義詩人アッタールの叙事詩作品『神
の書』、13 世紀の神秘主義詩人ルーミーの抒
情詩集『シャムス・タブリーズ詩集』が校訂・
出版される等、写本校訂に基づいた信頼性の
高いペルシア古典テクストの定本が次々と
世に送り出されてきた。また、シャフィーイ
ー氏に次ぐ代表的なペルシア文学研究者と
して世界中のペルシア文学研究者の耳目を
集める人文学・文化学研究所文学部門教授プ
ールナームダーリヤーン博士は、ルーミー研
究書『陽光の陰で』や 14 世紀のイランを代
表する神秘主義詩人ハーフィズの研究書『浜
辺を流離うもの』等を精力的に出版し、本国
でのペルシア文学研究の礎をより一層堅固
なものとしている。 
  
(3)研究代表者は、ペルシア古典の精華と評
される各々のペルシア神秘主義文学作品の
基礎的研究を日本においても可能にすべく、
2009 年秋、上述のプールナームダーリヤーン
氏を日本学術振興会外国人招聘研究者（短
期）としてイランより 2か月間招聘した。ペ
ルシア詩がイスラーム神秘主義思想やイス
ラーム哲学と交差する分野において、従来断
片的に指摘されるに留まっていた学問的課
題を解明する氏に間近で接し、ペルシア神秘
主義文学についての講演や意見交換を通じ
て、知見を深める貴重な機会を得ることがで
きた。こうした研究者交流による後押しも受
け、以下の２つの科学研究費補助金研究に代
表されるように、21 世紀になってようやく日
本におけるペルシア古典文学研究が移行期
に突入したといえる。 
①科学研究費基盤研究（B）「古典期ペルシア
語神秘主義テクストのデータベース化によ

る文体論的研究」（研究代表者：藤井守男、
平成 16～18 年度）」 
②科学研究費基盤研究（B）「ペルシア語説教
テクストのデータ解析による神秘主義的表
象世界の基礎研究」（研究代表者：藤井守男、
平成 20～23 年度） 
研究代表者は、上記①②の研究分担者として
研究の一端を担い、説教テクストのデータベ
ース化に携わる中で、ペルシア語神秘主義テ
クストに描かれる「人間」に強い関心を抱い
た。さらに、科学研究費基盤研究（B）「語り
手と女：ジェンダーを巡るイランの文学的言
説の研究」（研究代表者：藤元優子、平成 19
～22 年度）で、12 世紀の神秘主義詩人アッ
タールの『神の書』に登場する主たる女性像
に着眼したことにより、物語詩でさまざまな
役割を担う存在として描写される人物像全
般について、より深い関心を抱くに至った。 
 
(4)研究代表者は、「語り手と女」の科研が始
まった頃からアッタールの『神の書』の邦訳
に着手していた。 
 
２．研究の目的 
(1)12 世紀の詩人アッタールの作品のうち、
最も名高い神秘主義叙事詩『鳥の言葉』と、
数々の逸話によって構成される神秘主義叙
事詩『神の書』の２作品に登場する人物像を
分析したうえで、神秘主義用語との相関性を
明示する。 
 
(2)『鳥の言葉』で鳥の姿を借りて描かれて
いる多様な神秘主義修行者を、また『神の書』
で各々の逸話に登場する人物や動物等を抽
出することによって、アッタールの意図する
人間像や、詩人の提示する「人間としての生
き方」を探りつつ、詩人が伝えようとしたイ
スラーム神秘主義思想を具体的に示す。 
 
(3)『神の書』の翻訳を完了する。 
 
３．研究の方法 
(1)12 世紀の神秘主義詩人アッタールのペル
シア叙事詩のうち、最も有名な作品『鳥の言
葉』と最初期の作品『神の書』を選定し、そ
こに描かれている人間の姿を明示、分類した
後に、その特徴を洗い出す。 
 
(2)上記２作品のテクストを入力し、将来的
なデータベース化を見据えつつ、テクスト研
究を進める。 
 
(3)イランを含む海外在住のペルシア古典文
学研究者複数名を研究協力者とし、年に 1度
研究協力者とのテクスト分析の機会をもつ。
そこでの意見交換を踏まえ、両テクストに現
れる神秘主義修行者らの姿を明示する。 
 
４．研究成果 
(1)アッタールの叙事詩作品『神の書』の中



で、繰り返しさまざまな姿で説話に登場する
「狂人」像について考察をおこなった。詩人
アッタールについて綿密な情報整理をおこ
ない、『神の書』という作品についても詳細
な解説を施したうえで、『神の書』に登場す
る「狂人」の特徴を挙げた。身分や社会階層
に捉われることなく、誰に対しても臆さず物
言う狂人の姿を浮き彫りにし、理性を凌ぐ、
よ り 強 い 力 が 授 け ら れ た
「狂人の体をなす賢人
ウガラーイェ・マジャーニーン

」の考察を進め、この
像に託されたアッタールの思いを解明する
に至った。 
 
(2)アッタールの叙事詩作品『鳥の言葉』に
は、シャイフ・サンアーンという、強烈なイ
ンパクトのある魅力的なキャラクターが登
場する。そして、この人物像はアッタール自
身の抒情詩集にも登場するのみならず、アッ
タール以降のペルシア神秘主義詩人の作品
にも度々描かれており、約２世紀後のペルシ
ア抒情詩の巨匠ハーフィズも彼の名を刻ん
でいる。シャイフ・サンアーンという人物像
とその物語の起源や特徴等への考察を深め
た結果、神秘主義説話文学としての「シャイ
フ・サンアーン物語」から導かれる教訓、ア
ッタールの込めたメッセージが明らかとな
り、ハーフィズの難解な抒情詩に充実した注
釈が施されるに至った。 
 
(3)アッタールの最初の叙事詩作品『神の書』
に描出された女性像に着目した研究をおこ
なった。第一章の物語「夫が旅に出てしまっ
た高潔な女の話」の主人公と、複数の逸話に
登場する老婆とに的を絞り、アッタールが
各々の像に託した思いを探り、当時の女性に
対するアッタールの目線を浮き彫りにする
ことにより、修行という苦難や真の愛を経た
後にようやく神に到達できるという、イスラ
ーム神秘主義思想の教訓を導きだすことに
成功した。さらには、「神」と称されるもの
は何ぞやという問いにも挑み、イスラーム神
秘主義思想という、遥か彼方の地で、我々日
本人とは無関係に繰り広げられてきたと考
えられていたものが、人間の生き方を追求し
た一つの方法であり、万人への理想的な生き
方の提示であると結論づけるに至った。 
 
(4)アッタールの『神の書』邦訳を進める中
で対峙した多くの問題点について、イラン人
研究者の理解や助言を促す意味合いから、学
会発表をおこない、それを論文としてまとめ
あげるに至った。日本とイランの文化的背景
の違い、歴史や神話の違い、宗教的側面から
の相違点、言葉のもつ音楽性や比喩表現の違
い、またアッタール特有の女性や犬、男色家
への肯定的眼差し等を挙げることによって、
『神の書』の翻訳作業がスムーズに進む一助
となった。 
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